
　第１５　交通安全活動

１　四季の交通安全県民運動

　　交通事故をなくす福岡県県民運動本部の主唱により、県警をはじめとした県下６０

　自治体及び１３２実施機関・団体が交通安全県民運動を実施した。

（１）春の交通安全県民運動

　　ア　運動の期間

　　　　令和７年４月６日（日）から同月１５日（火）までの１０日間

　　イ　運動の重点

　　（ア）こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通環境の確保と正し

　　　　い横断方法の実践

　　ウ　主な活動

○ 県下一斉自転車指導取締り（４月８日）

○ 交通事故死ゼロを目指す日（４月１０日）における街頭活動

○ 通学路における全国一斉街頭指導（４月１５日）

　　エ　期間中の交通事故発生状況（数値は集計時の概数）
地区等 地区別

区分 福岡 北九州 筑豊 筑後

発生件数（件） 480 248 104 36 79 13

+5 +19 -31 -5 +15 +7

死 者 数（人） 1 0 0 1 0 0

-2 -2 ±0 +1 ±0 -1

（２）夏の交通安全県民運動

　　ア　運動の期間

　　　　令和７年７月１０日（木）から同月１９日（土）までの１０日間

　　イ　運動の重点

　　（ア）飲酒運転の撲滅

　　（イ）こどもと高齢者の交通事故防止～横断歩道マナーアップ運動の推進～

　　ウ　主な活動

○ 通学路における県下一斉街頭指導（７月１８日）

　　エ　期間中の交通事故発生状況（数値は集計時の概数）
地区等 地区別

区分 福岡 北九州 筑豊 筑後

発生件数（件） 516 244 135 51 78 8

+15 ±0 +6 +11 -5 +3

死 者 数（人） 2 2 0 0 0 0

-2 ±0 ±0 ±0 -2 ±0

　　（イ）歩行者優先意識の徹底とながら運転等の根絶やシートベルト・チャイルド

　　（ウ）自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルールの

合　計
高　速
道路等
（※）

合　計

前年比

（※）高速道路等とは、高速道路交通警察隊が管轄する道路をいう。

高　速
道路等
（※）

　　　　シートの適切な使用の促進

　　　　遵守の徹底

　　（ウ）自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール

　　　　の遵守の徹底

　　（エ）飲酒運転の撲滅

前年比

前年比

前年比

（※）高速道路等とは、高速道路交通警察隊が管轄する道路をいう。

現在死者数現在死者数
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（３）秋の交通安全県民運動

　　ア　運動の期間

　　　　令和７年９月２１日（日）から同月３０日（火）までの１０日間

　　イ　運動の重点

　　 (ア) 歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服

　　 　 等の着用促進

　　（イ）ながらスマホや妨害運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビー

　　　　ムの活用促進

　　（ウ）自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメ

        ットの着用促進

　　（エ）飲酒運転の撲滅

　　ウ　主な活動

○ 交通事故死ゼロを目指す日（９月３０日）における街頭活動

○ 通学路における全国一斉街頭指導（９月３０日）

　　エ　期間中の交通事故発生状況（数値は集計時の概数）
地区等 地区別

区分 福岡 北九州 筑豊 筑後

発生件数（件） 497 242 128 34 85 8

+34.3 +15.5 +6.7 -1.6 +13.7 -0.1

死 者 数（人） 4 2 0 1 1 0

+1.7 +1.1 -0.5 +0.7 +0.4 ±0.0

（４）年末の交通安全県民運動

　　ア　運動の期間

　　　　令和７年１２月１１日(木）から同月３１日（水）までの２１日間

　　イ　運動の重点

　　（ア）夕暮れ時以降における交通事故の防止～横断歩道マナーアップ運動の推進～

　　（イ）飲酒運転の撲滅

　　（ウ）自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメ

        ットの着用促進

　　ウ　主な活動

○ 県下一斉自転車指導取締り（１２月１８日）

○ 通学路における県下一斉街頭指導（１２月２３日）

　　エ　期間中の交通事故発生状況（数値は集計時の概数）

地区等 合　計 地区別 高　速
道路等

区分 福岡 北九州 筑豊 筑後

発生件数（件） 1,166 551 301 106 184 24

+182.8 +63.7 +46.3 +29.8 +36.8 +6.2

死 者 数（人） 7 3 0 2 1 1

+2.2 +0.9 -0.9 +1.5 -0.2 +0.9

（※）高速道路等とは、高速道路交通警察隊が管轄する道路をいう。
（※）平均比は、運動期間中と１月１日から運動期間前日までの１０日平均との比較である。

平均比

合　計
高　速
道路等
（※）

平均比

（※）高速道路等とは、高速道路交通警察隊が管轄する道路をいう。
（※）平均比は、運動期間中と１月１日から運動期間前日までの１０日平均との比較である。

平均比

平均比

現在死者数現在死者数

現在死者数
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２　関係機関・団体が実施する交通安全活動への支援

　　交通関係団体が実施する無事故運動の支援を行うことによって、企業の自主、積極

　的な交通安全活動を促進するとともに、傘下従業員の交通安全意識の高揚を図った。

　　また、交通事故をなくす福岡県県民運動本部では、県民の高齢者に対する交通安全

　意識を高めるため、高齢者の交通安全対策の推進に功労のあった市区町村を表彰する

　「シルバーセーフティコンクール（高齢者無事故運動）」を実施していることから、

　これに対する支援を行うなど、高齢者の交通事故防止対策の強化を図った。

実施内容

本部長表彰 10 ○安全（運行）管理体制の強化

自 R6.1.1 至 R6.12.31 (366日間) 交通部長表彰 10 ○顧客の輸送の安全確保

○プロドライバーの交通安全意識の向上

本部長表彰 2 ○事業主の社会的責任の明確化

自 R6.12.1 至 R7.1.31 (62日間) 交通部長表彰 2

本部長表彰 4

交通部長表彰（無事故） 4

自 R6.12.1 至 R7.1.31 (62日間) 交通部長表彰（施策優秀） 7

警察署長表彰 27

本部長・安管協会長 13 ○安全運転管理者選任事業所従業員の

自 R6.12.1 至 R7.1.31 (62日間) 連名表彰 　交通安全意識の高揚

交通部長・安管協会長 28 ○安全運転管理体制の確立

連名表彰

交通事故をなくす福岡県 10 ○市区町村参加による高齢者の交通

自 R6.4.1 至 R7.3.31 (365日間) 県民運動本部長賞 　事故防止を目的として実施

表彰種別と表彰数

令和6年度シルバーセーフティーコンクール
（高齢者交通事故防止への取組）

運動名・期間

令和6年福岡県トラック協会無事故運動
（主催　福岡県トラック協会）

第42回バス年末年始無事故運動
（主催　福岡県バス協会）

第69回ハイヤー・タクシー年末年始交通事故
防止活動
（主催　福岡県タクシー協会）

福岡県安全運転管理協議会
第43回交通事故防止コンクール
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３　交通安全教育

（１）対象別実施状況

対象別

区分 幼児 小学生 中学生

実施回数（回） 853 1,608 145 178 6,455 3,691 13,134

対象者数（人） 52,238 103,927 54,271 32,627 53,964 95,106 438,721

（２）実施内容

　　 ア　幼児・児童に対する交通安全教育

　　　　 幼児・児童に対しては、道路を安全に通行するために必要な基本的な知識の習

　　　 得や「横断の仕方」に重点を置いた参加・体験・実践型の交通安全教育を行った。

   　　　また、学校、家庭内における「交通安全アドバイス集」等を活用した日常的か

　   　つ恒常的な交通安全教育を促進するなど自らの安全を守るための交通行動の定着

　     化に向けた取組を推進した。

　 　イ  自転車利用者に対する交通安全教育

       　学校・家庭内における「交通安全アドバイス集」等を活用した自主的な安全教

　   　育の実施を促すとともに、受講者の年齢・対象に応じたスケアード・ストレイト

 　　　教育技法、自転車シミュレーター等を活用した参加、体験、実践型の自転車安全

　　　 教育を行った。

区　分 自転車教育(全対象)

実施回数（回） 2,795

対象者数（人） 178,139

　 　ウ　高齢者に対する交通安全教育　

　　     高齢者が加齢に伴う身体機能の変化を自覚した上で、安全な交通行動の実践や

  　　 継続的な安全運転ができるよう、歩行者シミュレーター等を活用した歩行者対策

　　　 や、自動車学校等と連携したドライビングスクール、危険予測トレーニングを取

　　　 り入れた運転者対策などの、参加・体験・実践型の交通安全教育を行った。

　　また、明るい服装及び反射材の継続的な着用促進に向けた広報啓発活動、補償

　     運転の奨励、交通安全講習の受講機会の少ない高齢者や頻回事故歴者に対する自

　     宅訪問などによる交通安全指導等を行った。

　　　　 なお、頻回事故歴者に対する交通安全指導等の実施に当たっては、警察署等の

　　　 施設駐車場等を活用した短時間・省スペース・少人数で実施可能なミニ・シルバ

　　　 ー・セーフティ・ドライビングスクールを積極的に実施した。

区　分

実施回数（回） 321

対象者数（人） 1,848

※　ミニシルバー・セーフティ・ドライビングスクールを含む

シルバー・セーフティ・
ドライビングスクール

その他 合　計高校生

204

46,588

こども
大学生等 高齢者
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４　青少年の交通事故防止対策の推進

（１）大学生の交通事故防止懇話会

　　　大学生の交通事故を防止するため、平成９年１月、県内４０大学に働き掛け「

　　大学生の交通事故防止懇話会」が発足し、年２回学生を指導する学生部と警察関

　　係者による大学生の交通事故防止に関する意見交換を行うなどして、青少年の交

　　通事故防止対策を推進した。

　　○　令和７年の実施状況（例年、年２回開催）

５　表彰

　　永年にわたり地域の交通安全に功労のあった者や安全運転に努めた優良運転者に

　対し、次のとおり各種の表彰を行った。

（１）交通栄誉章（警察庁長官と全日本交通安全協会長との連名表彰）及び管区表彰

表彰種別 交通栄誉章緑十字 管　区　表　彰 合　計

金章 銀章 銅章

受賞者数等 6人 24人 54人

※　緑十字銅章は、全日本交通安全協会長の単独表彰である。

（２）福岡県警察本部長と福岡県交通安全協会長との連名表彰

表彰種別
交通安全
功 労 者

優 良
安全運転
管 理 者

優 良
運 転 者

優 良
事 業 所

交通安全
優良学校

優 良
交通安全
協 会

受賞者数等 12人 4人 33人 5事業所 1校 2協会

（３）交通事故をなくす福岡県県民運動本部長表彰

受賞者数等

　北支部（開催場所：九州工業大学、１４大学等が参加）

　南支部（開催場所：福岡女子大学、２８大学等が参加）令和７年９月４日（木）

令和７年９月５日（金）

134人
6事業所等

50人
6事業所等

表彰種別

　　（管区警察局長と九州交通安全協会長との連名表彰）

10市町村

推 進 市 区 町 村

13市区村

優 良

功 労 者 ・ 団 体

49人
8事業所等

合　計

合　計
交 通 安 全

6人

シルバー
セーフティ
コンクール

25人
25市区町等

運 転 者

19人
2団体

交 通 安 全
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６　企業における安全運転管理の推進状況

（１）安全運転管理者等選任事業所数の年度別推移

H２８ H２９ H３０ R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

14,063 14,217 14,259 14,279 14,290 14,792 18,233 18,725 18,793 18,906

2,776 2,866 2,929 2,999 3,053 3,122 3,527 3,672 3,726 3,746

16,839 17,083 17,188 17,278 17,343 17,914 21,760 22,397 22,519 22,652

（２）安全運転管理者等の実態

18,906 18,906 3,746
18,793 18,793 3,726

+113 +113 +20 +1,411
+0.6% +0.6% +0.5% +0.6% +0.8%

（３）安全運転管理者等選任事業所の交通事故（令和７年中）

　　ア　発生状況

全事故 17,368 85 22,016
-1,105 -6 -1,590

安全運転管理者等選任事業所 704 11 869
-77 ±0 -77

4.1% 12.9% 3.9%

　　イ　通行目的別発生状況

業務中の交通事故 429 5 536
-22 +2 -47

通勤中の交通事故 275 6 333
-55 -2 -30

計 704 11 869
-77 ±0 -77

　　ウ　違反別発生状況

発生件数（543件）

2.8%

0.0%

1.8%

1.1%

2.6%

1.3%

2.2%

0.7%

0.4%

85.1%

2.0%

※　違反なしを除く。

（４）令和７年度安全運転管理者等講習（法定）実施状況

区分

安全運転管理者等講習

※　R7から、会場講習及びオンライン講習を実施

　　実施回数は、会場講習の件数

56 22,292 　　　22,230
（内訳）
会場講習受講者  12,325
オンライン受講者 9,905

99.7%

年度別

安全運転管理者数
（事業者数）

安 全 運 転 義 務 違 反

そ の 他 の 違 反

交 差 点 安 全 進 行 義 務 違 反

優 先 通 行 妨 害 等

運転者数

371,129

使用の本拠数
安全運転
管理者数

副安全運転
管理者数

副安全運転管理者数

計

令和7年度末現在

令和6年度末現在

+2,970

使用自動車
台数

233,480
374,099234,891

前年比

増減率

年度別

区分

前年比

歩 行 者 妨 害 等

徐 行 場 所 違 反

通 行 区 分

一 時 不 停 止 等

右 左 折 違 反

死者数（人） 負傷者数（人）

対全事故比率

前年比

前年比

信 号 無 視

発生件数（件）

死者数（人） 負傷者数（人）発生件数（件）

受講率受講者講習対象者実施回数

前年比

前年比

最 高 速 度 違 反

15
0
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6
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